



























































































され，何が「捨象」されようとしているのか，その政策的含意が明らかにされる（2021 年 11 月
号）。
　以上，様々な領域において，様々に展開してきた「自立支援」政策のあり様を明らかにするため
に，若者領域，子ども領域，ひきこもり領域，貧困領域，女性領域，障害領域の 6 つの領域におけ
る「自立支援」を取り上げ，それぞれの領域で「自立支援」について検討してきた論者らに，「自
立支援」の現在を論じてもらった。これら一連の作業を通して，複数の領域にまたがって展開して
きた種々の「自立支援」政策の「交差」を探る作業の一助になれば幸いである。
 （かただ・かおり　法政大学社会学部准教授）　
